
にぎやかに 
ー ’ 	 五所川原の守護神である「神明宮」から白装東に鳥（え）帽子、 

五穀豊じょうの守神の儀式を古式豊かにおこなう 「火まつり」。 わらじをはいた若者がたいまつで神火を運んだ。 
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人
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男
 
女
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、わら hり 一

へ広鯉、 
嘱’ 、 

I
 

八
月
六
日
 

（水
）
曇
、小
雨
 

ー
 

五
所
川
原
 

l
 
~
t
 

ー
 
夏

ま

つ
り
の
 

四
日
目
は
、
 

ー
 

午
前
八
時
半
 

か
ら
お
祭
り
 

ー

コ

広
場
で
の
第
六
 

回
西
北
五

銃

剣
道
選
手
権
大
会

に
始
ま
る
予

定
で
登
庁
し

た
が
、

参
加
予
定

の
陸
上
自
衛
隊

選
手
団
は
、

今

朝
来
、

津
軽
を
襲
っ

た
集
中
豪

雨
の
災
室
口救
助
に
緊

急
出
動
の

た
め
不
参

加
と
な

り
開
会
が

一

時
間
以
上

遅
れ
る
。こ
の
間
市

で

は
集
中
豪

雨
緊

急
対
策
会
議
を

開
き
、

災
害
の
状

況
把
握

と
対

策
に

つ
い
て
検
討
を
続
け

て
い

た
が
、
降
雨

量
は
、
一
時
四
十
五

分
か
ら
三
十
分

間
に

二
七
・
、
リ
の

最
大

雨
量
を
記
録
し
た
。
被
害

報
告
に
よ

れ
ば
、

落
雷
に
よ

る

全
焼

一
戸
、
床
下
浸

水
十
四
戸

そ
の
他
と
判
明
し

た
が
就
中
、
 

わ
ず
か

二
時
間
に
一

〇
〇
ミ
り前

後

の
雷
雨
に

襲
わ
れ
、

二
十
余

名
の
死

者
を
出

す
等
、

被
害

の

集
中
し

た
岩
木
町

百
沢
か

ら
通

勤
し

て
い
る
市
都
市
計
画
課
職

員
、
横
山
敏
美
さ

ん
宅
も
、

山

津
浪

と
鉄
飽

水
に
押
し
流
さ
れ

一
時
は
行
方
不
明
を

伝
え
ら
れ

た
が
、

同
課
職
員
が

現
地
に

急

行
し

て
確
認
し

た
結
果
、
本
人

は
怪
我
を
し

弘
前
市

内

の
病
院

に
収
容
さ
れ

手
当
中

と
判
明
し

た
の
で
急
拠

出
発
。
 

先
ず
、

落
雷
被
害

の
市
内
中

泉
、
関

フ
サ
さ
ん
の
お

見
舞
に

あ
が
っ

た
と
こ
ろ
、

村
の
方
み
、
 
 が

総
出
で

あ
と
片
付
を

し
て
い

た
。
 

市
の
ペ

ー
ロ
ー
ダ

ー
を
応
援

し
て
欲
し

い
と
い
う

の
で
、七
和

支
所
よ
り
市
建

設
課

へ
連
絡
す

る
と
と
も
に

支
所
管
内

の
被
害

状
況
を
聞
き
、

弘
前
市

へ
向
か

う
。
川
嶋
病
院
五
階

の
ベ

ッ
ト

で
ズ
ボ

ン
姿
の
ま
ま
仰
臥
、

胸

の
擦
過
傷

と
首
に

捲
か
れ

た
厚

い
ギ
ブ
ス
が
痛

々
し
か
っ

た
が

意
外

に
も
元
気
で
、

危
う

く
難

を
免
れ
た
両
親
が
、

現
場
で
復

旧
作
業
中
と

い
う
の
で
着
替

え

や
日
用
品
を
準
備
す
る
よ

う
市

役
所

へ
連
絡
。

さ
ら
に
溢
水
し

た
道
路
を

走
り
続
け
、

岩
木
町

役
場
を
訪

ね
謹
ん
で
お

見
舞
を

申
し
上
げ
直
ち
に

帰
途
に
着
く

一
時
半
、
昼
食
を

と
り
な
が

ら
再
度
対
策
会

議
を
開
き
、

そ

の
後
の
経
過
の
報
告
を

受
け

て

の
ち
中
川
建
設

課
補
佐
、

近
藤

土
改
課
係
長
、

木
村
パ
ト

ロ
ー
 

ル
副
主
幹
を
血
耐同
し

て
、
市
内

布
屋
町
床
下
浸

水
現
場
を

調
査

後
、
相
原
排

水
機
場
へ
。
 

さ
る
七
月
二
十

一
日
、
環
境

整
備
運
動
の
際

約
東
し

た
新
ト

川
の
自
動
門
扉
が

完
成
さ
れ
、
 

逆
流
防

止
に
役
立
っ

て
お
り
排

水
機
場
で

は
、
斎
藤
土
改
課
補

佐
、
藤
田
係
員
が
部
落

の
方
々

と
と
も
に

す
で

に
ポ
ン
プ

排
水

を
し

て
お
り
、
目
下
の
と
こ
ろ

水
田
冠
水

の
お
そ
れ
な
し
と
判

断
し

て
梅
田
、
中
泉
、

高
野
地

区
等

の
点
検
を

終
わ

り
、
ど
ん

よ
り
し
た
タ
空

の
雨
雲
を
気

に

し
な
が
ら
帰
庁
。
 

I  

言乙l 剖トI 



生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 
1
4
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

わ
1
4
 

ん
⑤
）
 

で
 

②
 

、 

、 

国体の花 

No. 4 

磁
偏
だ
繊
磐
 

昭和5(〕年（1975年） 8月15日（ 358号） 

次
の
八
種
で

さ
ら
に
四
種
追

加

し
て
い
ま
す
 

m
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
 

②
サ
ル

ビ
ア
 

3
ア
ケ
ラ
タ

ム
 
む

ペ

チ
ュ

ニ
ア
 
引

ゲ
イ
ト

ウ
 

o
 

ダ
リ
ァ
 

⑦
ナ
ス
タ
チ
ュ
ー
ム

⑧
小
菊
 

①
ゴ

ス
モ

ス
（
黄
色
 

）
⑦
四
季
咲
ベ

コ
ニ
ァ
 

③
ン

ユ
ニ
ァ
（
百

日
草
）
 

④
ヒ

マ

ワ
リ
 

季
節
の
花
を
育
て
う
る
お

い

の
あ
る
環
境
作

り
を
し
ょ

う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

yo〕 1Jd 芽d 

五
十
二
年
に
「

あ
す
な
ろ

国

体
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、

こ

れ
を
契
機
と
し

て
「
美
し

い
環

境
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

県
民

運
動
の
一

環
と
し

て
、

き
れ
い

な
花
い
っ

ば
い

の
明
る
い
郷
土

を
築
く
た
め
「

一
家
庭
一

花
だ

ん
 

一
人
一
鉢
運
動
 

美
し

い

フ
ラ
ワ
ー
環
境
づ

く
り

」
を
ス

ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
花
い
っ

ば

い

運
動
を

展
開
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
県
で
選
定
し
た
花
は
 

A
人
一
冊

献
本

運
動
を
 

お
こ
な
っ

て
お
り

ま
す
 

広報ごしょがわら 

必殺「虫送り人」 

（第 3種郵便物認可） 

%
 

す
。
 

多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、

運
動
 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ

う
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、

こ
と
し

に
入
っ

て
こ
 

れ
ま
で
運
動
に
ご

協
力
さ
れ

た
 

方
々
は
次
の

と
お

り
で
す
。
 

今
村
正
、
鎌
田

勝
一
、

五
所
 

川
原
電
報
電
話
局
、

江
渡
哲

哉
、
 

阿
部

ユ
キ
子
、

関
米
洋
、

菊
池
 

清
助
、
谷
村
昌
子
、

長
内

縫
、
 

沢
田
秀
五
郎
、
市
婦
人
連
絡
協
 

議
会
 

（敬
称
略
）
 

難多)J)八景磐9 

昨
年
献
本

運
動
を

実
施
し

た

と
こ
ろ
、
市
民
の
皆

さ
ん
は

じ

め
関
係
団
体

の
暖
か

い
ご
協
力

に
よ
り
多
く
の

貴
重
な
図
書
」
 

資
料
な
ど

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

明
日
を

担
う
青
少
年

の
育
成

と
、
文
化
の
香
り
一員
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め

成
謝
に
た
え
ま
せ

ん
。
 

つ
き
ま
し

て
は
、

こ
と
し
も

昨
年
に
引
き
続
き
、

市
献
本

運

動
実
行
委
員
会

（
鎌
田
嘉
兵
衛

委
員
長
）
が
、
 
「
一
人
一
冊
献

本
運
動
に
参

加
し
よ
う

」
と
い

う
運
動
を
お

こ
な
っ

て
お
り
ま
 

eク
己
ク
ノJ
 

z
Yz
り
力
 

欠
％
戸
 



市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に

つ
い
て
の

行
事
や

予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 

一
般
市

民
 
旧
市

内
の
方

ぱ
各
町
内
会

行
政
連

絡
員
へ

新
市
内

の
方
は
各
支
所

へ

▽
格
価
 
二

〇
〇

円
の
極
上
 

ー
ス
ポ
ン
ジ

シ
ー
ト
表
紙

貼
付
型
 

r-51年版 
~ 	（予約募集中1 
	県民手帳 

統
計
思
想
普
及

の

一
環
と
し

て
発

行
を
続
け

て
参
り

ま
し
た
、
 
「県
民

手
帳

」
を
こ
と
し

も
十
月
下
旬
ご

ろ

ボ
ケ
ッ

ト
サ
イ
ズ

と
し

て
領
布
す

る

こ
と
に

な
り
ま
t
 

た
。
 

▽
申
込
み
 

官

公
庁
 

各
職
場

ご
と
に
申
込
む

こ
 

・

ン
」
 

尾
崎
さ
ん
 

十
万
円
寄
付
 

市
内

田
町
で

り
ん
ご
移
出
商

を
営
む
尾
崎
正

雄
さ
ん

は
、
結

婚
三
十
五

周
年
を
記
念
し

て
、
 

「市
教
育
振
興
会

」
に
現
金
十

万
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
 

（
別
冊
お
ぼ

え
帖
付
）
 

▽
締
切
り
 
九

月
二
十
日
 

く
わ
し

く
は
、

市
商
工

観
光
 

課
へ
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九
月
一
日
は
 

貴
重
な
あ
な
た
の

一
票
を
 

納税は、納期限内に 

県税 個人事業税 

第1期の納期限は 

9月 1日です 

＠納税貯蓄組合員は、組合を通し 

て納めましよう。  

ひ多序‘

%m
中
％
勿 

名％安％

勿 

「
）
（
一
 

?
%
％
努
ク
影
多
 
難
綴
欝
 

鴛
勿m
競
一
 

を
男
H
が
（
(
.．
詞
W死
 

多
％z
z
z％
切
 

」
多
）
ヤ
」
力
切
 

勿
 

落
協
織
競
競
競
m
 

裟
多
％
多
然
飴
m
 

夜
空

を
こ
が
す
花
火
 

市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
 

新しい図書のご案内 
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や
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
か

け
つ
け
た
農
家
の
主
婦

や
お
年
寄
り
た
ち
が

さ

っ
そ
く
露
店
を
広
げ
て

い
ま
し
た
。
 

も
ぎ
た
て
の
新
鮮
で

安
い
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、
 

一に
ぎ

わ
う
 

Y菜
を
ど
っ

さ
り
h
り
 
一
秤
 

農
業
者
年
金
に

つ
い
て
よ
く

ご
質
問
の
あ
る
、
次
の
こ
と
に

お
答
え
し
ま
す
。
 

〔
間
ー〕
農
業
後
継
者
で
す
が

自
分
名
義
の
農
地
が
な
け
れ
ば

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
な
い

か
。
 

〔答
ー
〕
農
業
経
営
主
に
五
十

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
田
、
畑

、
 

り
ん
ご
畑
な
ど
）
が
あ
り
ま
す

と
加
入
で
き
ま
す
。
 
（後
継
者

名
義
の
農
地
が
な
く
と
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
）
た
だ
し
、
後
継

者
で
あ
る
あ
な
た
が
、
今
ま
で

引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
従
事

者
で
あ
る
こ
と
が
加
入
条
件
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
 

民
年
金
の
加
入
者
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

〔
間2
〕
経
営
面
積
五
十
ァ
ー
 

ル
以
上
の
農
業
経
営
主
で
す
が

農
業
者
年
金
の
資
格
取
得
の
届

出
が
お
く
れ
て
い
る
が
、
保
険

料
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

〔
答2
〕
届
出
が
お
く
れ
て
も

当
然
加
入
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
さ

か
の
ぽ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
保
険
料
は
時
効
が

完
成
し
た
場
合

（原
則
と
し
て

納
付
期
限
毎
年

一
月
、
四
月
、
 

七
月
お
よ
び
十
月
の
末
日

の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
 

し
た
と
き
）
に
は
、
そ
の
保
険

料
は
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
届
出
が
お
く

れ
ま
す
と
六
＋
歳
ま
で
に

一
定

期
間
の
保
険
料
納
付
済
期
間
等

を
満
た
せ
ず
年
金
を
も
ら
う
こ

と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら

早
く
農
協
で
加
入
の
手
続
き
を

と
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〔
間3
〕
 
三
十
五ア
ー
ル
の
り

ん
ご
栽
培
者
で
す
が
、
農
地
五

十
ア
ー
ル
以
上
な
い
と
加
入
で

き
な
い
か
。
 

〔答
3
〕
加
入
で
き
ま
す
。
 

（三
十
ア
ー
ル
以
上
五
十
ァ
ー
 

ル
未
満
の
野
菜
、
り
ん
ご
等
を

栽
培
し
て
い
る
園
芸
施
設
経
営

主
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
。
）
 

ま
だ
、
加
入
さ
れ

て
い
な
い
 

方
は
早
く
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
 

‘フ
。
 

（
大正
五
年
生
ま
れ
の
方
は
、
 

来
年
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
経

営
移
譲
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
保
険
料
納
付
済
者
に

限
ら
れ
ま
す
。
）
 

と
く
に
、
大
正
五
年

一
月
一
一

日
か
ら
昭
和
十
一
年

一
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
だ
方
は
、
今
年

中
に
加
入
し
ま
せ
ん
と
加
入
で

き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
 
一
日

も
早
く
農
協
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

昭
和
十

一
年
一
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
も
早
く
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
 

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
協

か
農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
 

「農
業
者
年
金

相
談
室
」
 

入
ご

質
間

に
お
答
え

V
 

で
、
毎
朝
四
時
か
ら
七
時
ま
で

開
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

コ
成
人
式
は
十
七
日
J
 

で
す
し
 

市
の
五
十
年
度
の
成
人
式
は
、
 

八
月
十
七
日

（
日
）午
前
十

一

時
か
ら
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
と
し
成
人
を
迎
え

る
の
は

昭
和
三
十
年
生
ま
れ
の
方
で
、
 

対
象
者
に
は
案
内
状
を
さ
し
あ

げ
て
お
り
ま
す
が
、
住
所
変
更

な
ど
で
通
知
も
れ
の
方
は
、
当

日
午
前
十

一
時
ま
で
に
市
民
文

化
会
館
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
 
「市

民
キ
ャ
ン
プ
の
集
い
」
 
は
、さ

る
七
月
二
十
六
、
二
十
七
の
両

日
、
狼
野
長
根
公
園
に
児
童
、
 

生
徒
、
 一
般
な
ど
あ
わ
せ
百
十

人
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

開
会
式
に
は
、
佐
々
木
市
長
、
 

小
山
市
教
育
長
も
か
け
つ
け
「
 

自
然
に
親
し
み
、
健
康
な
体
を
 

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
 
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
市
太

陽
と
雪
の
課
の
指
導
で
さ
っ
そ

く
テ
ン
ト
を
張
り
、
タ
食
を
し

た
あ
と
か
が
り
火
を
囲
ん
で
キ

ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ア
の
楽
し

い
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

④
 

昭和50年（1975年） 8月15日（358号） 

五
所
川
原
名
物
恒
例
の
 
「朝

市
」
分
、
八
月
一
日
か
ら
市
庁

舎
前
の
お
ま
つ
り
広
場
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
 

「朝
市
」
 
に
は
、リ
ヤ
力

ー
 
 

ス
イ
カ
な
ど
の
野
菜
や
果
物
に

朝
食
前
の
買
物
カ
ゴ
を
さ
げ
た

主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
 

「朝
市
」
は
、
＋
一
月
末
ま
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広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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